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ま
す
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最
後
ま
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気
合
と
熱
を
込
め
て
、
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
訓
示
。
統
監
の
沼
崎
喜

一
町
長
は
「
複
雑
多
様
化
す
る
災
害

の
中
で
、
消
防
団
が
果
た
す
役
割
は

一
段
と
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

団
員
の
皆
さ
ん
は
町
民
の
生
命
財
産

を
守
る
と
い
う
使
命
感
を
心
に
刻
み
、

一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

団
員
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、

入
・
退
団
者
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
女
性
一
人
を
含

む
十
三
人
が
入
団
。
入
団
者
を
代
表

し
て
第
十
二
分
団
の
澤
田
潤
一
さ
ん

（
豊
間
根
・
二

九

歳
）
が
力
強
く
宣
誓

を
読
み
上
げ
る
と
、
会
場
は
凛
と
し

た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
・
中
隊
訓
練
や
消
防

操
法
（
水
出
し
操
法
）
を
展
開
。
今

回
は
荒
川
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
や
大
浦

漁
協
婦
人
部
消
防
協
力
隊
に
よ
る
小

隊
訓
練
も
行
わ
れ
、
小
隊
長
の
号
令

に
合
わ
せ
て
、
き
び
き
び
と
し
た
動

作
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
山
田
幼
稚

園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
防
火
を
呼

び
掛
け
る
か
わ
い
ら
し
い
遊
戯
で
、

演
習
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

織
笠
地
区
で
は
分
列
行
進
が
行
わ

れ
、
統
制
の
取
れ
た
陣
容
を
披
露
。

続
い
て
織
笠
河
川
公
園
で
行
わ
れ
た

放
水
訓
練
に
は
大
勢
の
観
衆
が
詰
め

掛
け
、
空
高
く
上
が
る
見
事
な
水
の

柱
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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【３】

町
で
は
、
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、

建
築
し
て
か
ら
一
定
の
期
間
を
過
ぎ

た
民
間
木
造
住
宅
を
対
象
に
「
耐
震

診
断
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
耐
震

診
断
を
希
望
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の

住
宅
を
、
県
認
定
の
診
断
士
が
調
査

し
、
耐
震
性
能
を
総
合
的
に
評
価
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
住
宅

次
の
二
つ
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
住
宅

①
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以

前
に
着
手
さ
れ
た
一
戸
建
て
で
、

平
屋
ま
た
は
二
階
建
て
の
住
宅

②
過
去
に
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
な

い
住
宅

▽
診
断
費
用

個
人
負
担
三
千
円

（
町
が
二
万
七
千
円
を
負
担
）

▽
募
集
戸
数

十
戸
（
定
数
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
込
期
間

六
月
一
日
〜
七
月
三

十
一
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

役
場
地

域
整
備
課
建
築
住
宅
担
当
（
�
８

２
―
３
１
１
１
内
線
２
５
４
）
へ
。
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織笠漁協婦人防
火クラブによる
初期消火訓練
（写真上）／荒川
婦人防火クラブ
による小隊訓練

地震で倒壊した家屋
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